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彼女 は 銀座 裏で 一 匹の すつ ぼん を 買った。 彼女の そ 

れを 大型の 鰐皮 製の オペ ラ • バ ッグに 落とし 込んで、 

銀座 のぺ— ヴメ ントに 出た。 

にぎわ 

宵の 銀座 は賑 つていた。 彼女 は 人の 肩 を 押し分け 

るよう にしながら、 尾 張 町の 停留所の 方へ 歩いた。 店 

を 開き かけた 露店 商人が 客 を 集めようと あせ つてい る。 

赤、 青、 薄 紫の 燈 光が 揺れる。 足音が 乱れる。 

「もしもし！ 奥さん。」 

彼女 は 誰かに 呼び かけられ たような 気がして 立ち 止 



まった。 彼女の 肩に、 無数の 肩が 突き当たり、 擦り 合つ 

て 行った。 鼠色の 夏 外套、 鮮 緑の 錦紗。 薄茶の ス プリ 

ング. コ オト。 清新な 麦藁帽子。 ドル セィの 濃厚な 香 

気。 そして 爽 かな 夜気が 冷え冷えと、 濁って 沈殿した 

昼の 空気 を 澄まして 行った。 

錯覚だった の だ。 誰も 呼んで はいなかった。 鼠色の 

ハ ン チン グを眼 深に 冠った 蒼白く 長い 顔の 男が、 薄茶 

の 夏 外套に 包んだ 身体 を、 彼女の 右 肩に 擦り寄せ るよ 

うにして 立 つ ている だけ だ つ た。 

彼女 は その 男から 逃れる ようにして、 車道 を 越えて 

向こう側の 舗石 道に 渡ろうと した。 電車が ピストン - 



「まあ！ どうな さつたん です？」 

彼女 は、 眉 を 寄せて、 自分の ハンカチ を 出して やつ 

た。 

「あ、 済みません。 どうも、 あの 扉で …… 」 

彼 は 礼を言いながら 血に 染まった 指先 を ハンカチで 

包んだ。 食指の 一節 はぐし やぐし やに 切れて 無くなつ 

ていた。 

「まあ、 もげたん で 御座いま すか。」 

「え。 あの 扉で もって …… 神 田です ね。 や、 どうも 
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男 は 戸口へ 艇 けて 行った。 鰐皮 製の オペラ. バッグ 



がその 男の 席に 倒れた。 彼女 も、 それ を 取って 乗り 換 

えの ために 戸口へ 立って 行った。 ェ ン ジン 装置の 自働 

開閉 扉が、 する する つと 開いた。 

二 

彼女 は、 すつ ぼん を 洗面器に 入れて、 自分の 室に 

這，^ つて 行った。 

彼女 は 洗面器の 中の、 すつ ぼん を視 詰めながら、 首 

なまち 

を 出す の を 待った。 すつ ぼんの 生血 を 取る のに は、 そ 

の 首 を 出す の を 待って いて、 鋭利な 刃物で それ を 切る 



一 一十 日 午後 七 時 三十 分、 桜 木 町 発 東京 行 省線 電車が 新 

橋 有 楽 町 間 を 進行 中、 鼠色の 鳥 打 を 冠り、 薄茶の 夏 外 

套を 纏った 四十 前後の 男が 乗客 婦人の オペラ . バッグ 

より 蟇 口 を 抜き取ろう としたの を 発見され、 有 楽 町 駅 

にて 警官に 引き渡された。 

犯人 は 右手の 食指が 無い 男で、 その 語る ところに よ 

れば、 この 男 は、 最近 頻々 として 京浜 間の 省線 電車 を 

荒ら していた ス リの 常習犯ら し い 。 

「私 だって 生まれた 時 は 普通の 人間でした。 私 は 仕 立 

屋 だった のです が。 だんだんと 世の中が、 手先が 器用 

だとい うだけ では 食って 行け なくなって 来て、 女房が 



病気しても 医者に かける 金 もない 有様で、 女房 はとう 

とう 死んで しまいました。 私 は それから スリを やり 出 

したんです。 ところが 私 は、 死んだ 女房の こと を 考え 

ると、 綺麗な 着物 を 着て いる 金持ちの 女が 憎らしくて 

仕方がな いんで、 大抵そう いう 女の もの を 取って いた 

んで すが、 或る時、 私 は 或る 女の オペラ. バッグの 中 

で、 どういう 仕掛が あった もんか、 この 指 を 切り取ら 

れ たんです。 それつ き リス リ など 廃そうかと 思い まし 

たが、 金持ちの 女が ああして、 綺麗な 着物 を 着て いる 

こと を 考える と、 そして 死んだ 私の 女房なん か、 毎日 

綺麗な 着物 を 縫って いながら それ を 着られ もせず、 ば 



かりで はなく、 結局 は 飯 さえ 食えなくな つたんだ と、 

それが 一 体 どんな 奴の ためだと、 思う と 私 は 廃 さな 

かった のです。 

彼女 は 朝刊から 眼 を 離して 部屋の 隅を視 詰めていた。 

そして、 彼女 は 二三 力 月 以前に、 電車の 中で、 自働扉 

に 指を嚙 まれた と 言つ て 血 を 流して いた 男の こと を 思 

い 出して いた。 
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